
みょうじょうのことごと
明星神社社務所

令和6年1月15日

【ごあいさつ】

あけましておめでとうございます。

令和6年の正月は、年明け早々に北陸での大地震や航空機事故などが起きましたが、
皆さまにおかれましては、良いお年をお過ごしのことと思います。本年も、当明星神
社をよろしくお願いいたします。

さて、本年より当神社の「いま」をお伝えする栞（しおり）を、不定期ではありま
すがお届けいたします。「ああ、神社はいまこんなことをしているんだなあ」と思っ
ていただけたら幸いです。

【明星神社の運営】

当神社は、宮司・禰宜（ねぎ）各1名、責任役員3名、会計1名、明星・本郷・明星新
町・明宝苑・明星苑から選ばれた神社総代（そうだい）16名により、運営されていま
す。そのほとんどは、ボランティアでの活動です。
また、月に1度 明星新町の老人会の方々が境内の清掃を行ってくださっており、こ

ちらもボランティアでの活動です。

このように、当神社は地域の方々の支えをいただいて、維持運営されています。

【当神社の行事ご紹介：令和6年 新年祭・厄年祈願祭を行いました】

令和6年1月1日に、例年通り新年祭及び厄年祈願祭を執り行いました。多数のご参拝
をいただきまして、本当にありがとうございます。

この新年祭・厄年祈願祭は、昨年の12月初旬より準備が始まっていました。記念品

の「明星神社ストラップ」の制作（約400体）は約1ヵ月の日数をかけて、さらに12月
17日の新年祭準備作業、そして大晦日（おおみそか）の朝からの準備と、神社総代の
方々総出の作業により、本年も無事に新年祭・厄年祈願祭を行うことができました。

＜12月17日 準備作業の様子＞
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大晦日には、午前8時30分に関係者全員が集合し、テキパキと支度をしていきます。
すべての注連縄（しめなわ）を掛け替え、境内を再度掃除し、幔幕（まんまく）も張
り、そして今回からは甘酒のふるまいも復活しました。

こうして、神社も普段着から正装に衣替えが完了し、午後3時頃からは篝火を焚き始
めました。この篝火管理のために、総代さんは明日の朝まで交代で境内に詰めます。

そして、時計とにらめっこしながら待った 令和6年1月1日 午前0時。新年の時報に
合わせて太鼓が高らかに打ち鳴らされ、令和6年の明星神社 初もうでの始まりました。

初もうでには、本当に大勢の方が参拝においでくださいました。ありがとうござい
ます。皆さん、参拝されたあと、篝火に当たりながら甘酒を楽しまれ、またお知り合
いの方と新年のあいさつをされたりと、談笑を楽しまれていました。

この大晦日は一日中強風が吹き荒れたのですが、その風も朝には少し弱まり、気持
ちの良い青空が広がった元旦の朝、新年祭・厄年祈年祭を執り行いました。こちらに
も、地元の多くの方々がおいでくださいました。

祭祀（さいし）の前に、各自治会の自治会長と総代さん、そして厄年の方々の順番
でお祓（はら）いをしてから、神社正殿前に進みます。今年の厄年祈念祭に参加され
た方々は、36名でした。
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宮司さんによる新年の祝詞（のりと）と厄年祝の祝詞が奉じられ、続いて各地区自
治会長、総代、そして厄年の代表の方による玉串（たまぐし）の奉納へと儀式は進み、
令和6年の新年祭及び厄年祈念祭は無事に終了しました。
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【餅撒き行事も行いました】

元旦には、もう一つ 大きな催しを行いました。3年振りの『餅撒き行事』です。

明星の『餅撒き』は、この地域で長く親しまれてきた正月行事だったのですが、令
和2年（2020年）より中止されていました。でも今年は、「餅撒きをぜひ復活させた
い！」という神社総代と地域の有志の方々の努力の結果、その復活が実現しました。

新年祭・厄年祈念祭の後、11時から 神社向いの明星小学校の敷地をお借りして、最
初は小さなお子さま用にお餅とお菓子を撒き、そのあとに大人の方向けの餅撒きを執
り行いました。
当日は、およそ400人ほどの方が集まってくださり、厄年祝の方々が青空に向かって

高く投げる餅を受け取ろうと、大変な盛り上がりを見せました。

今回の『餅撒き行事』を開催するにあたり、明星・本郷・明星新町・妻ヶ広・明宝
苑・明星苑各地区の方々より381,500円の、また下記の各法人様より220,000円のご寄
付をいただきました。ここにあらためまして、お礼申し上げます。

株式会社明の星建想 株式会社小林農産 山田整形外科・明星診療所

有限会社竹川工業 池田建設株式会社 株式会社土屋建設

株式会社平井組 株式会社明和工務店 株式会社やなぎ

有限会社辻井組 有限会社松幸農産 株式会社ナカムラ設備工業

三光精密株式会社 西井歯科医院 スポーツギフト ヒカリ

ガーデンタウン明星自治会

＜左から 神社総代さん、42歳厄年、25歳厄年の方による玉串奉納＞

（順不同、敬称略）
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